
ご
あ
い
さ
つ

総
合
病
院
水
戸
協
同
病
院　

院
長　

平
野　

篤

こ
の
度
、
水
戸

協
同
病
院
の
東
棟

が
新
築
完
成
し
、

６
月
23
日
に
竣
工

式
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に

関
係
各
機
関
、
筑

波
大
学
、
地
域
の
方
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
で

あ
る
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
当
院
は
平
成
21

年
４
月
に
全
国
初
の
試
み
で
、
筑
波
大
学
の
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
あ
る
筑
波
大
学
附
属
病
院
水
戸

地
域
医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
地
域
医
療
へ

の
貢
献
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
救
急
医
療
な
ど
の
充
実
を

め
ざ
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
平
行
し
て
、
将
来

地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成
の
全
国
的
な
拠

点
と
し
て
も
す
で
に
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

新
東
棟
は
地
下
２
階
、
地
上
４
階
で
１
階
に
外
来
・

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
２
階
が
手
術
室
、
３
階
に

医
局
、
４
階
が
講
堂
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
外
来
は

整
形
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
神
経
内
科
、
形
成
外
科
。

手
術
室
は
バ
イ
オ
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
を
含
む
５
室
を

備
え
て
お
り
ま
す
。
最
上
階
の
講
堂
は
3
5
0
人
を

収
容
可
能
で
、
講
演
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
可

能
で
す
。
診
療
部
門
と
教
育
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
両

方
が
強
化
で
き
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
職
員
一
同
施
設
の
機
能
を
十
分
に
生
か
し

て
地
域
医
療
の
さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
に
全
力
を
尽

く
す
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
方
に
は
一
層
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
棟
開
設
を
機
に
さ
ら
な
る
発
展

と
質
の
向
上
を
目
指
し
て

セ
ン
タ
ー
長
・
教
授　

渡
辺
重
行

水
戸
協
同
病

院
・
筑
波
大
学
附

属
病
院
水
戸
地
域

医
療
教
育
セ
ン

タ
ー
に
新
棟
が
完

成
し
、
去
る
６
月

23
日
に
開
所
式
が

開
か
れ
ま
し
た
。
新
棟
は
、
そ
の
完
成
前
に
生
じ
た

東
日
本
大
震
災
の
時
点
で
は
ま
だ
内
装
工
事
が
行
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
状
態
で
し
た
が
、
震
災
当
日
の
３

月
11
日
に
は
入
院
患
者
さ
ん
の
避
難
場
所
と
な
り
、

以
後
、
当
院
・
当
セ
ン
タ
ー
の
震
災
後
復
興
の
司
令

塔
と
し
て
機
能
、
震
災
３
日
後
の
３
月
14
日
月
曜
日

か
ら
は
臨
時
の
外
来
診
療
と
20
床
の
簡
易
入
院
施
設

と
な
り
、
震
災
直
後
の
病
院
機
能
の
維
持
に
非
常
に

重
要
な
機
能
を
発
揮
し
ま
し
た
。
ま
さ
に
大
震
災
後

の
当
院
・
当
セ
ン
タ
ー
の
「
命
の
恩
人
」
で
す
。
そ

の
新
棟
が
名
実
と
も
に
完
成
、
本
格
稼
働
す
る
こ
と

に
な
り
、
感
慨
深
い
も
の
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

新
棟
は
、
外
来
機
能
、
最
新
の
手
術
室
、
医
局

に
加
え
、
リ
ハ
ビ
リ
室
と
大
変
立
派
な
講
堂
を
有
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
新
棟
の
機
能
を
十
二
分
に
発
揮

さ
せ
、
水
戸
協
同
病
院
・
筑
波
大
学
附
属
病
院
水
戸

地
域
医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
発
展
と
そ
の

質
の
向
上
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。
特
に
、
新
し
く
な
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
施
設
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
ビ
リ
、
整
形
外
科
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
、

脳
神
経
疾
患
リ
ハ
ビ
リ
に
加
え
、
糖
尿
病
や
生
活
習

慣
病
、
さ
ら
に
心
疾
患
の
運
動
療
法
施
設
と
し
て

の
機
能
を
本
格
化
す
べ
く
、
リ
ハ
ビ
リ
部
の
み
な
ら

ず
、
曽
根
博
仁
教
授
を
は
じ
め
と
す
る
医
師
、
看
護

師
、
検
査
部
、
栄
養
科
、
薬
剤
部
な
ど
の
協
力
の
下
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
運
動
療
法
活
動
が
始
動
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
、
心
疾
患
の
患
者
さ

ん
指
導
も
充
実
さ
せ
る
べ
く
、
２
階
東
病
棟
を
中
心

に
、
患
者
さ
ん
指
導
の
活
動
も
活
発
化
し
て
お
り
ま

す
。
動
脈
硬
化
や
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
、
心
臓
病
な

ど
の
患
者
さ
ん
は
是
非
こ
の
運
動
療
法
に
加
わ
っ
て

い
た
だ
き
健
康
を
増
進
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。

ま
た
新
棟
に
は
、
大
変
に
広
く
て
立
派
な
講
堂
が

完
成
し
ま
し
た
。
今
後
、こ
の
講
堂
に
お
い
て
、病
院
・

セ
ン
タ
ー
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
医
療
関
係
者
や

患
者
さ
ん
に
開
か
れ
た
講
演
や
健
康
教
室
な
ど
が
開

催
さ
れ
て
い
く
予
定
で
す
。
水
戸
駅
の
至
近
に
あ
る

当
院
・
当
セ
ン
タ
ー
が
こ
の
講
堂
を
使
っ
て
健
康
や

病
気
に
関
す
る
情
報
の
発
信
源
と
な
り
、
水
戸
市
の

み
な
ら
ず
茨
城
県
、
北
関
東
の
医
療
レ
ベ
ル
の
発
展
、

住
民
の
健
康
の
増
進
に
役
立
つ
よ
う
に
益
々
努
め
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
当
院
・
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
棟
の

開
設
に
時
を
同
じ
く
し
、
救
急
部
門
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
救
急
医
学
の
専
門
医
で
あ
る
阿
部

智
一
先
生
を
６
月
よ
り
当
院
・
当
セ
ン
タ
ー
に
迎
え

実
現
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
阿
部
先
生
は
、
三
井

記
念
病
院
、
聖
路
加
国
際
病
院
に
務
め
、
救
急
医
学

を
専
門
に
実
践
、
そ
の
後
米
国
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

に
留
学
さ
れ
、
こ
の
６
月
に
帰
国
さ
れ
た
ば
か
り
の

先
生
で
す
。
非
常
に
優
秀
な
上
に
非
常
に
優
し
く
穏

和
な
先
生
で
あ
り
、
当
院
・
当
セ
ン
タ
ー
の
救
急
部

門
を
発
展
さ
せ
、
患
者
さ
ん
に
大
変
貢
献
し
て
下
さ

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ご
期
待
下
さ
い
。

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
末
筆
な
が
ら
、

皆
様
が
暑
さ
に
負
け
ず
ご
健
康
を
維
持
さ
れ
ま
す
よ

う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「協同の心で、安全・納得のできる良質な医療を提供し、地域医療の向上と地域住民の健康に努めます」病院理念
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ながる地域医療の中心に！
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６
月
13
日
の
月
曜
日
よ
り
、
整
形
外
科
・
脳
神

経
外
科
・
神
経
内
科
は
新
東
棟
へ
場
所
を
移
し
て

外
来
診
療
が
始
ま
り
ま
し
た
。

診
察
室
は
１
部
屋
ず
つ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保

し
た
個
室
で
、
待
合
室
よ
り
直
接
診
察
室
に
入
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

診
察
室
の
ス
ペ
ー
ス
・
入
り
口
の
広
さ
を
十
分

に
と
り
、
車
い
す
で
の
移
動
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

初
診
の
方
は
、
問
診
が
必
要
で
す
。
問
診
の
聴

取
も
個
室
の
問
診
室
を
用
意
し
ま
し
た
。

こ
の
問
診
室
は
入
院
や
手
術
の
説
明
な
ど
に
も

利
用
し
て
い
ま
す
。

入
院
や
手
術
の
話
も
落
ち
着
い
た
環
境
で
で
き

る
よ
う
に
配
慮
し
ま
し
た
。

１
番
奥
の
ス
ペ
ー
ス
を
処
置
室
に
し
ま
し
た
。

点
滴
を
行
え
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
・
腰
痛
な
ど
で

い
す
に
す
わ
っ
て
い
ら
れ
な
い
場
合
も
ベ
ッ
ド
で

や
す
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

処
置
室
で
は
、
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
も
行
い

ま
す
。
救
急
処
置
の
で
き
る
機
材
の
整
備
も
行
い

対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

新
東
棟
に
移
動
し
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

と
隣
同
士
と
な
り
お
互
い
が
連
携
し
診
察
で
の
情

報
共
有
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

移
動
に
伴
い
、
シ
ス
テ
ム
の
問
題
や
待
ち
時
間

が
長
く
な
る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
都
度
、
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お

気
づ
き
の
点
は
遠
慮
な
く
お
申
し
出
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
の
新
し
い
外
来
で
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
向
上
心

を
も
っ
て
よ
り
よ
い
医
療
の
提
供
を
心
が
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

看
護
部　

渡
邉　

智
美

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
で
は
、
４
月
か
ら
新

た
に
S
T
２
名
、
O
T
１
名
が
採
用
さ
れ
、
理

学
療
法
士
８
名
、
作
業
療
法
士
３
名
、
S
T
２
名
、

助
手
１
名
の
合
計
14
名
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
2
0
1
1
年
６
月
13
日
よ
り
新
東
棟
1
F
で

の
リ
ハ
ビ
リ
が
ス
タ
ー
ト
し
、
明
る
く
て
広
々
と

し
た
ス
ペ
ー
ス
で
快
適
に
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
新
し
い
リ
ハ
ビ
リ
室
と
、
当
科

の
各
部
門
別
の
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
室
に
つ
い
て
は
、
機
能
訓
練
室
・

A
D
L
ル
ー
ム
を
合
わ
せ
て
約
3
7
9
㎡
あ
り

（
旧
リ
ハ
室
の
約
４
倍
の
広
さ
）、
入
院
・
一
般
外

来
患
者
様
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
外
来
の
患
者

様
に
も
十
分
対
応
で
き
る
広
さ
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
部
分
の
天
井
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
ジ
ャ

ン
プ
の
練
習
も
行
え
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。
さ
ら
に
言
語
聴
覚
療
法
室
と
診

察
室
を
設
け
、
幅
広
い
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、
一
日
の

外
来
患
者
数
40
〜
50
名
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
更

衣
室
・
ロ
ッ
カ
ー
の
設
置
な
ど
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー

に
も
配
慮
し
て
い
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
、
糖
尿
病
・

生
活
習
慣
病
運
動
療
法
、
作
業
療
法
、
言
語
聴
覚

新
東
棟
の
紹
介

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

1F 診
療
科

本館へ
↓



療
法
の
各
部
門
別
で
の
紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
リ
ハ
】

現
在
、
主
に
５
名
の
理
学
療
法
士
が
ス
ポ
ー
ツ

外
来
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
、
捻
挫
・
靭

帯
損
傷
・
半
月
板
損
傷
な
ど
の
外
傷
、
成
長
期
に

起
こ
り
や
す
い
オ
ス
グ
ッ
ド
病
や
ジ
ャ
ン
パ
ー

膝
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
、
野
球
肘
な
ど
様
々
で

す
。
年
齢
層
も
中
学
生
・
高
校
生
な
ど
学
生
を

中
心
に
、
小
学
生
か
ら
一
般
愛
好
家
、
プ
ロ
選
手

ま
で
、
様
々
な
世
代
が
同
じ
場
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
外
来
で
は
、

一
般
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、

競
技
特
性
を
考
慮
し
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
が
特
徴
で
す
。
怪
我
を

し
て
も
た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
と
復
帰
を
あ
せ

り
、
同
じ
怪
我
を
繰
り
返
し
、
更
に
復
帰
が
遅
れ

て
し
ま
う
と
い
っ
た
方
が
多
く
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
運
動
機
能
の
回
復
・
改
善
と
共
に
、
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
へ
の
意
識
付
け
や
怪
我
の
予
防
に
努

め
て
い
ま
す
。
こ
の
度
リ
ハ
ビ
リ
室
が
広
く
な
り
、

よ
り
実
践
的
な
動
作
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
天
井
が
高
い
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
今
ま
で
で

き
な
か
っ
た
高
い
ジ
ャ
ン
プ
も
天
井
を
気
に
せ
ず

に
行
え
ま
す
。
夕
方
に
な
る
と
リ
ハ
ビ
リ
室
内
は

ス
ポ
ー
ツ
外
来
に
訪
れ
る
患
者
さ
ん
が
所
狭
し
と

動
き
回
り
、
熱
気
で
窓
が
曇
り
ま
す
。
私
た
ち
も
、

患
者
さ
ん
の
熱
意
・
や
る
気
に
負
け
ず
に
新
し
い

リ
ハ
ビ
リ
室
で
よ
り
よ
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
糖
尿
病
・
生
活
習
慣
病
運
動
療
法
】

当
科
で
は
、
昨
年
末
よ
り
糖
尿
病
・
生
活
習
慣

病
療
養
指
導
委
員
会
の
協
力
の
も
と
、
糖
尿
病
や

心
筋
梗
塞
な
ど
代
謝
系
・
循
環
器
系
疾
患
を
中
心

に
二
次
予
防
（
再
発
予
防
）
を
目
指
し
た
運
動
療

法
を
、
各
専
門
医
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
部
門
が
行
う
運
動
療
法
は
、
疾
病
発
症
の
機
序

や
合
併
症
の
理
解
促
進
を
初
め
、
退
院
後
の
生
活

改
善
及
び
健
康
の
自
己
管
理
能
力
獲
得
と
い
っ
た

生
活
ス
タ
イ
ル
を
包
括
的
に
捉
え
た
指
導
を
目
指

し
て
お
り
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
地
域
医
療
に
一

役
を
担
え
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

実
施
し
て
い
る
具
体
的
内
容
は
、
食
事
や
運
動

習
慣
の
問
題
点
を
抽
出
し
改
善
す
る
た
め
の
具
体

的
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
と
共
に
、
心
肺
運
動
負
荷

試
験
を
用
い
た
運
動
耐
容
能
（
運
動
能
力
）
評
価

を
実
施
し
て
、
日
常
生
活
に
取
り
込
む
べ
き
適
正

な
強
度
の
運
動
と
、
運
動
に
よ
り
誘
発
さ
れ
る
心

血
管
イ
ベ
ン
ト
の
リ
ス
ク
管
理
を
監
視
下
運
動
療

法
に
よ
り
実
践
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
二
次
予
防
に
止
ま
ら
ず
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
も
含
む
一
次
予
防
（
疾
病
発

症
予
防
）
に
も
介
入
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
部
門
へ
発
展
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
作
業
療
法
】

作
業
療
法
は
、
脳
梗
塞
な
ど
の
中
枢
疾
患
患
者

や
、
外
傷
な
ど
に
よ
る
整
形
疾
患
に
よ
り
心
身
機

能
の
低
下
し
た
患
者
様
、
統
合
失
調
症
や
う
つ
病

な
ど
の
精
神
疾
患
の
患
者
様
な
ど
、
幅
広
い
疾
患

の
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
患
者
様

に
対
し
、
作
業
療
法
は
そ
の
方
の
持
つ
最
大
能
力

を
生
か
し
な
が
ら
、
日
常
生
活
動
作
を
中
心
と
し

た
応
用
的
動
作
能
力
や
社
会
適
応
能
力
の
回
復
を

図
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
様
々
な
作
業
を
通
し
て

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
院
で
は
、
整
形
疾
患
（
上
肢
の
骨
折
な
ど
）

が
中
心
で
す
が
、
脳
血
管
障
害
や
、
そ
の
他
（
内

部
疾
患
）
の
患
者
様
の
リ
ハ
ビ
リ
も
行
な
っ
て
い

ま
す
。
整
形
疾
患
の
患
者
様
に
は
、
上
肢
の
有
用

な
機
能
回
復
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
、
関
節
可
動

域
訓
練
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
中
心
に
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
脳
血
管
障
害
の
患
者
様
に
対
し

て
は
、
早
期
か
ら
介
入
す
る
こ
と
で
廃
用
予
防
に

努
め
、
上
肢
機
能
訓
練
や
巧
緻
動
作
訓
練
、
様
々

な
作
業
活
動
を
通
し
て
日
常
生
活
の
質
の
向
上

を
目
的
と
し
た
、
更
衣
・
食
事
・
ト
イ
レ
動
作
な

ど
の
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
障
害
や

社
会
背
景
に
適
合
し
た
生
活
環
境
を
提
供
す
る
た

め
、
住
環
境
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
介
助
方
法
の
指
導

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

  

【
言
語
聴
覚
療
法
】

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
の
一
角

に
言
語
聴
覚
療
法

室
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

年
度
開
始
し
て

か
ら
現
在
ま
で
の

と
こ
ろ
『
摂
食
嚥

下
障
害
』
の
方
を

中
心
に
介
入
・
援

助
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、

病
棟
で
行
わ
れ
て
い
る
摂
食
機
能
療
法
に
も
少
し

ず
つ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も

チ
ー
ム
医
療
を
大
切
に
し
、
入
院
患
者
様
の
摂
食
・

嚥
下
に
つ
い
て
考
え
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
言
語
聴
覚
療
法
室
の
設
置
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
よ
り
も
多
く
の
障
害
・
症
状
へ
の
対
応
が

可
能
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
何
ら
か
の
理
由
に
よ

り
他
者
と
の
意
思
疎
通
が
困
難
な
状
態
と
な
る

『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
』
や
、
言
語
・
認
知
・

行
為
・
記
憶
な
ど
の
高
度
な
脳
の
機
能
が
障
害
さ

れ
る
『
高
次
脳
機
能
障
害
』
と
、
様
々
で
特
殊
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
生
活
上
の
問
題
へ
も
対

応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
り
充
実
し
た
言
語
リ
ハ
ビ
リ
の

提
供
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

以
上
、
ほ
ん
の
一
部
で
す
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
に
つ
い
て
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
回
、
平
野
篤
院
長
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

の
協
力
の
も
と
に
新
東
棟
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
を
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科　

吉
田　

和
歌
子



　

平
成
22
年
度
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、
日

本
人
死
因
の
第
一
位
は
、
が
ん
（
正
確
に
は
悪
性

新
生
物
）
で
あ
り
、
つ
い
で
心
疾
患
（
お
も
に

心
筋
梗
塞
）、
脳
血
管
疾
患
（
脳
梗
塞
と
脳
出
血
）

と
続
き
、
こ
れ
ら
の
３
つ
の
疾
患
で
、
死
亡
総
数

の
約
３
分
の
２
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

糖
尿
病
と
あ
わ
せ
た
、
こ
れ
ら
の
疾
患
に
か
か
る

国
民
医
療
費
は
総
医
療
費
の
約
４
割
を
占
め
、
国

家
経
済
の
圧
迫
の
原
因
と
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
科
は
、
主
に
こ
れ
ら
の
各
種
疾
患
の
早
期
発
見

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

米
国
が
ん
協
会
の
試
算
で
は
、
が
ん
を
死

因
と
す
る
労
働
力
喪
失
に
よ
り
、
世
界
で
年
間

1
0
0
兆
ド
ル
近
い
経
済
的
損
失
が
あ
る
と
見

込
ま
れ
て
お
り
、
が
ん
の
世
界
的
対
策
が
叫
ば
れ

て
い
ま
す
。
一
部
の
が
ん
を
除
き
、
生
活
習
慣
に

お
け
る
最
大
の
が
ん
予
防
策
は
、
禁
煙
で
あ
り
ま

す
が
、
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
も
が
ん
を
発
症
す

る
可
能
性
が
少
な
く
な
い
の
も
事
実
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
が
ん
は
、
完
全
治
癒
が
可
能
な
早
期
の

う
ち
に
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
が

ん
に
関
わ
る
一
般
検
査
と
し
て
は
、血
液
検
査
（
腫

瘍
マ
ー
カ
ー
）、
便
潜
血
反
応
、
胸
部
Ｘ
線
と
続

き
ま
す
が
、
が
ん
の
早
期
発
見
と
し
て
は
、
こ
れ

ら
の
検
査
の
み
で
は
十
分
と
は
言
え
な
い
の
も
事

実
で
、
可
能
な
限
り
腹
部
超
音
波
、
内
視
鏡
検
査
、

肺
ド
ッ
ク
な
ど
の
更
な
る
詳
し
い
検
査
を
受
け
る

こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

が
ん
に
比
べ
れ
ば
、
心
疾
患
発
症
は
、
そ
の
代

表
的
要
因
と
し
て
、
肥
満
、
喫
煙
、
運
動
不
足
、

糖
尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
な
ど
、
比
較
的
明

ら
か
な
も
の
が
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
我
が
国
で
は
、
欧
米
型
の
生
活
習
慣
の
普

及
に
加
え
、
急
速
な
高
齢
化
の
影
響
も
あ
り
、
心

疾
患
死
亡
率
の
上
昇
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状

況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
心
疾
患
の
予
防
に
は
、

適
度
な
運
動
習
慣
、
過
食
や
不
規
則
な
食
習
慣
の

是
正
と
い
っ
た
生
活
習
慣
の
改
善
が
重
要
で
、
当

科
で
も
生
活
習
慣
教
育
に
可
能
な
限
り
力
を
注
い

で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
同
時
に
、
糖

尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
な
ど
心
疾
患
の
リ
ス

ク
と
な
る
病
気
の
早
期
発
見
も
重
要
で
す
。
特
に

糖
尿
病
患
者
の
半
数
以
上
が
、
自
分
が
糖
尿
病
で

あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な
い
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
心
筋
梗
塞
を
未
然
に
予
防
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
、
健
康
診
断
は
、
自
分
が
ど
の
程
度
心
筋
梗

塞
の
危
険
性
が
あ
る
か
を
認
識
し
、
生
活
習
慣
を

見
直
す
よ
い
機
会
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

脳
血
管
疾
患
は
、
死
因
と
し
て
は
、
が
ん
や
心

疾
患
の
約
３
分
の
１
と
比
較
的
低
頻
度
で
あ
り
ま

す
が
、
Q
O
L
低
下
の
象
徴
で
あ
る
寝
た
き
り
の

最
大
要
因
（
約
30
％
）
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、

発
症
予
防
が
特
に
重
要
な
疾
患
に
位
置
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
脳
血
管
疾
患
の
原
因
の
多
く
は
心

疾
患
と
共
通
す
る
も
の
が
多
く
、
生
活
習
慣
の
改

善
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
他
の
要
因
と
し
て
、
心
房
細
動
と
よ
ば
れ
る

不
整
脈
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
脳
血
管
疾
患
の

中
で
も
脳
梗
塞
発
症
の
最
大
要
因
で
あ
り
ま
す
。

心
房
細
動
は
、
健
常
者
に
お
い
て
も
、
無
自
覚
の

ま
ま
発
症
す
る
こ
と
が
多
く
、
定
期
的
な
心
電
図

検
査
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
脳
血
管
疾
患
は
、
一
度

発
症
す
る
と
、
完
治
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
早
期
に
そ
の
兆
候
を
発
見
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
脳
ド
ッ
グ
検
査
は
、
脳
血
管
疾
患
発
症

の
前
段
階
の
微
細
な
脳
血
管
障
害
を
発
見
す
る
手

段
と
し
て
極
め
て
有
効
で
す
。

　

当
院
の
特
長
は
「
水
戸
協
同
病
院
・
水
戸
地
域

医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
」
と
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
病
気
の
治
癒
部
門
で

あ
る
「
病
院
」
と
病
気
の
予
防
部
門
と
し
て
重
要

な
生
活
習
慣
「
教
育
」
の
２
つ
が
一
体
と
な
っ
て

い
る
点
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
当
院

は
、
民
間
総
合
病
院
で
あ
り
な
が
ら
研
究
室
が
併

設
さ
れ
て
い
る
数
少
な
い
病
院
で
す
。
こ
の
研
究

室
で
は
、「
生
活
習
慣
病
研
究
室
」
と
し
て
、
主
に
、

臨
床
研
究
、
疫
学
・
臨
床
デ
ー
タ
解
析
を
通
じ
て
、

世
界
レ
ベ
ル
で
、
糖
尿
病
を
始
め
と
す
る
生
活
習

慣
病
の
予
防
と
治
療
に
役
立
つ
知
見
を
数
多
く
確

立
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
研

究
室
の
研
究
員
を
兼
任
し
て
お
り
、
将
来
的
に
は
、

そ
こ
で
得
ら
れ
た
研
究
デ
ー
タ
を
健
康
管
理
の
診

療
に
フ
ル
活
用
し
た
特
徴
あ
る
診
療
シ
ス
テ
ム
を

確
立
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
当
院
が
掲
げ
る
地
域

医
療
の
教
育
部
門
の
担
い
手
と
し
て
、
地
道
に
前

進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

は
じ
め
に

が　

ん

健康管理センター
医師

児玉　暁

心
疾
患

脳
血
管
疾
患

さ
い
ご
に



コラム　研究員に聞いてみよう！

「インターネットによる生活習慣改善プログラムは肥満に有効か？」

　本院の健康管理課の児玉暁先生の研究成果が国際肥満学雑誌
（International Journal of Obesity）に掲載されますので、その内容をご
紹介します。

Ｑ 、インターネット上で行われる生活習慣教育の便利な点はどのような
ものでしょうか？
A 、肥満治療には、対面サポートによる個別プログラムが理想的とされ
ておりますが、多数の教育スタッフとその人件費の確保、「忙しい」「遠
くて施設に通えない」といった参加者側の制約上、一般に普及するの
が極めて困難であるといえます。インターネットはこれらの時間的・
地理的制約を回避し、安価でかつ短時間に多くの参加者にテーラメイ
ドなメッセージを送ることが可能であり、かつ、参加者のプライバシー
の確保の点からも、以上に有効な教育手段として期待されています。

Ｑ 、インターネット上で行われる生活習慣改善プログラムにはどのよう
なものがあるのでしょうか？
A 、多くの減量プログラムでは、ネット上での問診結果から、生活習慣
改善のための個別教育メッセージが送られ、ネット上でinstructionを
受けることができます。さらにこのような教育メッセージに加え、日
常の身体活動や食事記録を記載して通信するセルフモニタリングサ
ポートシステムや、減量における悩み事をインストラクターとメール
でやりとりする電子メールカウンセリングシステムを付属しているも
のがあります。

Ｑ 、このような教育による減量効果はどの程度なのでしょうか？
A 、本研究によれば、インターネット使用が果たす更なる減量効果は有
意ではあるものの0.7㎏とわずかであり、特に対面サポートの代わり
として使用した場合は、対面サポートよりも減量効果が小さいことや、
対面サポートを併用していないインターネットプログラムは有効な減
量効果を持たないことも明らかになりました。また、介入期間が６カ
月以上の長期にわたると減量効果が小さくなることも判明しました。

これらの結果は、対面サポートに代わる有効な生活習慣改善プログラ
ムは、現時点では未確立であり、このことが世界中で増加の一途をた
どる肥満に歯止めがかからない理由であるともいえます。高い情報技
術を駆使し、より洗練されたインターネットプログラムの開発が今後
の至急の課題といえるでしょう。

Ｑ 、私も肥満気味で、インターネット治療プログラムを受けてみたいと
思います。是非、水戸地域医療教育センター独自で、インターネット
を使用した減量プログラムを開発してください。
A 、将来の課題として検討したいと思います。幸い私たち研究スタッフ
は、生活習慣病関連の専門医、一次予防の最前線で働く健康管理医、
生活習慣病対策の食事処方に精通する管理栄養士のいずれかで構成さ
れており、健康運動指導士の資格を有するスタッフとも広いパイプを
持っています。したがって、私たちが総力を結集すれば、心理面を含め、
広い見地から最も減量効果を引き出すプログラムの開発が将来的には
可能であると思います。

Satoru Kodama, Kazumi Saito, Shiro Tanaka, Chika Horikawa, Kazuya 
Fujiwara, Reiko Hirasawa, Yoko Yachi, Kaoruko Tada Iida, Hitoshi 
Shimano, Yasuo Ohashi, Nobuhiro Yamada, Hirohito Sone: Effect of 
Web-based Lifestyle Modification on Weight Control: A Meta-analysis.  
Int J Obes（印刷中）

嗜
好
調
査
を
終
え
て

　

栄
養
部
で
は
毎
年
１
回
、
入
院
中
の
喫
食
患
者

様
を
対
象
に
嗜
好
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査

内
容
は
主
に
食
事
に
対
す
る
意
識
や
献
立
、
嗜
好

に
つ
い
て
で
す
。
今
年
は
87
名
の
方
に
ご
回
答
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
食
事
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て

は
、
98
％
と
ほ
ぼ
全
て
の
方
が
病
院
の
食
事
を
治

療
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
食
事
摂
取
量
は
主
食
・
副
菜

と
も
に
約
３
割
の
方
が
半
分
以
下
で
あ
る
と
答
え

て
お
り
、
十
分
な
必
要
量
を
喫
食
で
き
て
い
な
い

事
が
わ
か
り
ま
し
た
。
病
院
食
は
各
患
者
様
の
年

齢
、
体
格
、
病
態
に
あ
わ
せ
て
適
正
量
を
提
供
し

て
い
る
の
で
な
る
べ
く
残
さ
ず
食
べ
て
頂
け
る
よ

う
、
患
者
様
と
連
携
を
取
る
こ
と
も
必
要
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
食
事
の
嗜
好
に
関
し
て
は
、
昨
年
同

様
に
魚
料
理
や
野
菜
料
理
を
好
む
方
が
多
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
味
付
け
に
関
し
て
は

約
６
割
の
方
が
さ
っ
ぱ
り
し
た
も
の
・
酸
味
の
あ

る
も
の
を
好
む
と
い
う
結
果
に
な
り
、
今
後
の
献

立
作
り
の
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の

調
査
か
ら
、
患
者
様
の
嗜
好
や
、
摂
食
状
況
を
把

握
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
も
と

に
、
病
棟
や
患
者
様
本
人
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

患
者
様
の
期
待
に
沿
え
る
喜
ば
れ
る
食
事
を
提
供

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

栄
養
部　

小
沼　

洵
子



今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
ま
し

た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
院
、
放
射
線
部
も
震
災
直
後
よ
り
検
査
機
器

の
復
旧
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お

陰
さ
ま
で
、
現
在
は
放
射
線
治
療
を
除
い
て
震
災

前
と
同
様
に
使
用
で
き
る
状
況
ま
で
復
旧
し
て
お

り
ま
す
。

私
は
診
療
放
射
線
技
師
と
い
う
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
診
療
放
射
線
技
師
の
仕
事
の
内
容
は
、

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
や

C
T
、
M
R
I
な
ど
の
検
査
を
行
う
こ
と
で
す
。

今
回
の
震
災
に
よ
る
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
で
皆
さ
ん
も
放
射
線
に
つ
い
て
、
多
く
の
関

心
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
私
自
身

も
仕
事
で
日
常
的
に
放
射
線
を
扱
っ
て
い
る
の

で
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の
放
射
線
に
つ
い
て
の
報
道

が
、
と
て
も
気
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
放
射
線
が
人
の
体
に
及
ぼ
す

影
響
と
、
実
際
に
病
院
で
の
検
査
に
使
用
し
て
い

る
、
放
射
線
量
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

放
射
線
に
よ
る
影
響
と
い
わ
れ
て
、
皆
さ
ん
は

な
に
が
思
い
浮
か
び
ま
す
か
？
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
の
は
、
脱
毛
や
、
発
が
ん
リ
ス
ク
の
増
加
な
ど

か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
図
１
に
あ
る
よ
う

な
放
射
線
に
よ
る
影
響
が
あ
り
ま
す
。

体
の
ど
こ
に
、
ど
の
く
ら
い
被
曝
す
る
か
に

よ
っ
て
出
て
く
る
影
響
は
違
い
ま
す
が
、
放
射
線

に
よ
る
影
響
は
確
定
的
影
響
と
確
率
的
影
響
の
大

き
く
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
確
定

的
影
響
に
は
、
放
射
線
に
よ
る
影
響
が
出
る
目
安

の
線
量
（
し
き
い
値
）
が
あ
り
ま
す
。
確
率
的
影

響
に
は
、
し
き
い
値
は
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
、
病
院
で
行
わ
れ
て
い
る
検
査
に
、
ど
の

く
ら
い
の
量
の
放
射
線
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か
、

ま
た
、
し
き
い
値
を
表
１
に
し
ま
す
。

表
１
に
示
し
た
よ
う
に
、頭
部
C
T
の
検
査
を
、

１
日
に
17
回
く
ら
い
受
け
て
し
ま
う
と
、
目
の
水

晶
体
に
影
響
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

目
安
が
あ
り
ま
す
。

先
ほ
ど
図
に
書
い
た
、
白
血
病
や
発
ガ
ン
リ
ス

ク
な
ど
の
確
率
的
影
響
に
は
、
病
気
が
発
症
し
て

し
ま
う
明
確
な
被
ば
く
線
量
の
目
安
は
決
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
2
0
0
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

以
下
で
は
、
放
射
線
を
浴
び
た
人
と
浴
び
て
い
な

い
人
の
発
病
数
に
は
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
ず
、

2
0
0
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
の
被
ば
く
で
は
、

確
率
的
影
響
を
特
に
心
配
す
る
必
要
が
な
い
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
放
射
線
を
使
っ
て
検
査
を
す
る
場

合
、
そ
の
影
響
は
検
査
し
た
部
分
だ
け
に
限
局
的

に
生
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
腹
部
C
T
の
検
査
を
し

て
、
目
の
水
晶
体
に
影
響
が
出
る
こ
と
は
少
な
い

と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
検
査
に
よ
っ
て
受
け
た
被
ば
く
の
影

響
は
蓄
積
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
擦
り

剝
い
た
傷
口
が
治
る
よ
う
に
、
放
射
線
に
よ
っ
て

体
が
受
け
た
影
響
も
時
間
が
経
て
ば
体
の
機
能
に

よ
っ
て
治
っ
て
い
き
ま
す
。
検
査
す
る
際
に
「
先

月
も
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
検
査
を
し
た
ん
で
す
が
大
丈

夫
で
す
か
？
」
な
ど
の
質
問
を
受
け
ま
す
が
、
前

回
の
検
査
で
体
が
受
け
た
影
響
は
修
復
さ
れ
て
い

る
の
で
、
同
じ
検
査
を
し
て
も
大
丈
夫
と
言
え
ま

す
。難

し
い
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
放
射
線
に
つ

い
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
私
た
ち
診
療
放
射
線
技
師
は
、
必
要
最
低
限
の

被
曝
で
検
査
を
行
え
る
よ
う
に
心
が
け
な
が
ら
、

日
々
、
皆
さ
ん
の
検
査
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
な
の
で
、
皆
さ
ん
も
安
心
し
て
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

放
射
線
部　

大
坪　

晋
輔

み
な
さ
ん
薬
を
渡
さ
れ
て
、
何
気
な
く
飲
ん

で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
薬
を
飲

む
時
間
と
い
う
の
は
意
味
が
あ
り
、
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
。

薬
の
飲
み
方
で
一
番
多
い
の
は『
食
後
』で
す
。

薬
の
ほ
と
ん
ど
は
強
か
れ
弱
か
れ
胃
を
刺
激
す

る
作
用
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
先
に

食
事
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
胃
の
粘
膜
を
コ
ー

テ
ィ
ン
グ
（
保
護
）
し
、
刺
激
を
少
し
で
も
和

ら
げ
る
た
め
に
食
事
を
し
た
後
に
飲
む
こ
と
が

多
い
の
で
す
。

し
か
し
、
逆
に
食
事
を
す
る
と
効
き
目
が
弱

く
な
っ
て
し
ま
う
薬
も
あ
り
ま
す
。
当
院
に
あ

る
薬
で
例
を
挙
げ
る
と
、
漢
方
薬
や
抗
生
物
質

の
中
で
も
特
に
ジ
ス
ロ
マ
ッ
ク
な
ど
で
す
。
漢

方
薬
は
も
と
も
と
効
き
方
が
マ
イ
ル
ド
な
た
め
、

食
事
を
し
て
し
ま
う
と
吸
収
さ
れ
に
く
く
な
っ

て
効
き
目
が
弱
く
な
る
た
め
『
食
前
』
や
『
食
間
』

に
服
用
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ジ
ス
ロ

マ
ッ
ク
も
ま
た
食
事
の
影
響
を
と
て
も
受
け
や

す
い
薬
で
あ
り
、『
食
間
』
に
服
用
し
ま
す
。
こ

こ
で
『
食
間
』
と
は
食
事
の
合
間
と
い
う
意
味

で
は
な
く
、
食
事
の
前
後
２
時
間
く
ら
い
の
こ

と
を
指
し
て
い
る
の
で
ご
注
意
を
！

糖
尿
病
の
薬
の
一
つ
で
あ
る
グ
ル
コ
バ
イ
、

セ
イ
ブ
ル
、
ベ
イ
ス
ン
な
ど
は
食
後
の
血
糖
値

の
上
が
り
す
ぎ
を
防
ぐ
薬
で
す
。
こ
の
た
め
、

食
事
を
し
て
血
糖
値
が
上
が
っ
て
し
ま
っ
て
か

ら
飲
ん
で
も
意
味
は
な
く
、
食
事
を
す
る
前
に

飲
ん
で
防
ぐ
と
い
う
の
が
大
事
で
す
。
し
か
し
、

薬
を
飲
ん
で
か
ら
食
事
を
す
る
ま
で
に
時
間
が

空
い
て
し
ま
う
と
、
逆
に
低
血
糖
を
引
き
起
こ

し
て
し
ま
っ
て
危
険
な
の
で
、『
食
前
』
で
は
な

く
『
食
直
前
』
に
飲
む
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

今
回
挙
げ
た
例
は
ほ
ん
の
一
部
で
あ
り
、
あ

く
ま
で
も
一
般
的
な
お
話
で
す
。
医
師
が
患
者

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
体
調
や
飲
み
や
す
い
時
間

な
ど
に
合
わ
せ
て
処
方
し
て
い
ま
す
の
で
、
例

と
は
異
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
服
用
方
法
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
処
方
通
り
に
飲
む
こ
と
で
薬
の

効
果
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
き
ち
ん
と
守
っ

て
飲
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
気
に
な
る
こ
と

や
不
安
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

薬
局
で
薬
剤
師
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

薬
剤
部　

井
出　

希

薬
を
飲
む
タ
イ
ミ
ン
グ

薬
を
飲
む
タ
イ
ミ
ン
グ

薬
を
飲
む
タ
イ
ミ
ン
グ

薬
を
飲
む
タ
イ
ミ
ン
グ

脱毛・皮膚紅斑
白血球数減少
吐き気、めまい

不妊
水晶体混濁
白内障

白血病
発がん
染色体異常

確定的影響 確率的影響

図1

影響 しきい値（ｍSv） 検査部位 被曝線量（mSv）

水晶体混濁 500 胸部レントゲン 0.05

男性一時不妊 150 腹部レントゲン 0.4

女性一時不妊 650 腰椎レントゲン 1.5

放射線宿酔 1000 股関節レントゲン 0.8

皮膚一時的紅斑 2000 胃透視検査 8

白内障 5000 注腸透視検査 16

頭部CT 30

胸部CT 15

腹部CT 25表1

1mSv（ミリシーベルト）＝1000μSv（マイクロシーベルト）



む
つ
み
会
採
用
者
歓
迎
会

む
つ
み
会
の
総
会
及
び
採
用
者
歓
迎
会
が
６
月

30
日
に
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
平
成
22
年
７
月

か
ら
平
成
23
年
６
月
に
む
つ
み
会
に
入
会
さ
れ
た

43
名
の
皆
様
を
各
部
署
の
師
長
、
師
長
代
行
よ
り

紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
震
災
の
経
験
か
ら
考
え
た

ペ
ン
ラ
イ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

各
部
署
を
代
表
し
て
採
用
者
６
名
に
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
入
職
し
て
数
ヶ
月
そ
れ
ぞ
れ

の
部
署
で
頑
張
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
て
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

今
回
は
新
し
い
試
み
と
し
て
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・

ピ
ア
ノ
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

20
分
間
の
短
い
時
間
で
し
た
が
、
ド
レ
ス
ア
ッ
プ

し
た
衣
装
と
素
敵
な
音
色
に
心
が
洗
わ
れ
、
疲
れ

が
癒
さ
れ
た
ひ
と
時
で
し
た
。
や
っ
ぱ
り
生
の
演

奏
は
い
い
で
す
ね
え
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
い
か
が

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
・
・
・

採
用
さ
れ
た
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

む
つ
み
会
会
長　

佐
々
木
良
枝

茨
城
県
看
護
協
会
長
賞
受
賞

６
月
19
日
に
水
戸
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
平
成
23
年
度
社
団
法
人
茨
城
県
看
護
協
会
通

常
総
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
内
の
様
々
な
病
院
や
施
設
の
方
た
ち
が
多
数

参
加
さ
れ
る
中
、
当
院
の
３
階
東
病
棟
師
長
の
萩

野
谷
師
長
が
、
平
成
23
年
度
優
良
看
護
職
員
茨
城

県
看
護
協
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

長
年
看
護
職
に
携
わ
り
、
看
護
師
と
し
て
社
会

に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
賞
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
受
賞
の
際
の
萩
野
谷
師
長
の
穏
や
か

で
優
し
い
笑
顔
が
と
て
も
素
敵
で
し
た
。

私
も
萩
野
谷
師
長
の
よ
う
に
、
将
来
こ
の
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
自
分
の
看
護
観
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
目
指

し
た
道
を
迷
わ
ず
進
ん
で
い
け
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

萩
野
谷
師
長
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

看
護
部　

檜
山　

優
子

３
月
11
日
、
過
去
最
大
級
の
被
害
を
も
た
ら
せ
た
「
東
日
本
大
震
災
」
が
発
生
し

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
大
変
あ
り
が
た
い
話
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

震
災
発
生
の
翌
日
12
日
、
夜
10
時
頃
に
、
千
葉
県
ナ
ン
バ
ー
の
黒
い
軽
ワ
ゴ

ン
車
が
、
避
難
仮
設
診
療
場
所
に
な
っ
て
い
ま
し
た
現
在
の
東
棟
に
停
車
し
、

一
人
の
30
歳
位
の
男
性
が
「
ニ
ュ
ー
ス
で
知
り
ま
し
た
。
病
院
大
変
で
し
ょ

う
が
頑
張
っ
て
下
さ
い
。」
と
大
量
の
ウ
ー
ロ
ン
茶
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
パ

ン
等
の
食
料
品
を
差
し
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
男
性
は
名
前
も
名
の
ら
ず

帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。
当
時
、日
本
中
で
話
題
に
な
っ
て
い
た
。
ま
さ
に『
タ

イ
ガ
ー
マ
ス
ク
さ
ん
』
の
よ
う
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ま
た
震
災
か
ら
数
日
後
、
病
院
ボ
イ
ラ
ー
室
に
発
電
機
用
重
油
を
給

油
に
緊
急
大
型
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
が
来
院
し
ま
し
た
。
給
油
後
、
バ
ッ

ク
で
出
よ
う
と
し
た
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
は
、
給
油
所
の
坂
の
傾
斜
と
ホ

イ
ー
ル
ベ
ー
ス
が
合
わ
ず
、
何
を
し
て
も
出
る
こ
と
が
出
来
ず
、
ど
う

し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
病
院
前
の
道
路
を
た
ま
た
ま
通
り
が

か
っ
た
R
V
車
（
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー
か
と
思
い
ま
し
た
が
）
の
男
性

が
停
ま
っ
て
く
れ
ま
し
て
、「
そ
り
ゃ
、
牽
引
し
な
き
や
駄
目
だ
ね
。
私

の
仲
間
呼
ぶ
か
ら
待
っ
て
い
て
」
と
携
帯
電
話
で
連
絡
を
取
っ
て
く
れ

て
、
数
分
後
に
、
6
t
位
（
？
）
の
ト
ラ
ッ
ク
が
来
て
、
準
備
し
て
あ
っ

た
牽
引
ロ
ー
プ
で
手
際
良
く
作
業
し
て
い
た
だ
き
、
無
事
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
は
出
る
事
が
で
き
ま
し
た
。「
こ
ん
な
時
だ
か
ら
、
お
互
い
様
だ
よ
」

と
言
っ
て
、
牽
引
ロ
ー
プ
を
片
付
け
て
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

２
件
の
話
と
も
、
震
災
の
中
で
、
自
分
達
も
こ
れ
か
ら
大
変
な
事
態
に
な

る
で
あ
ろ
う
と
分
か
り
な
が
ら
も
、
嬉
し
く
大
変
あ
り
が
た
い
話
で
し
た
。

ま
た
、
震
災
当
日
は
誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
の
無
い
、
大
震
災
で
、
パ
ニ
ッ

ク
状
態
で
し
た
。
崩
れ
落
ち
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
の
埃
で
視
界
不
能
、
停

電
で
、
入
院
患
者
様
を
緊
急
移
動
さ
せ
る
の
に
も
、
当
然
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は

止
ま
っ
て
い
ま
す
し
、
階
段
を
利
用
す
る
方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

ん
な
中
、
当
時
、
東
棟
建
築
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
清
水
建
設
、
ヤ
マ
ト
株
式

会
社
他
工
事
関
係
職
員
の
皆
様
が
、
ベ
ッ
ド
搬
送
、
車
椅
子
ご
と
、
階
段
で
の

移
動
の
力
を
貸
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
駐
車
場
内
で
の
人
工
呼
吸
器
稼
動

の
為
の
発
電
機
作
業
と
、
大
い
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
工
事
関
係
職
員
の
皆
様
が
居
ま

せ
ん
で
し
た
ら
、
ど
ん
な
大
惨
事
に

な
っ
て
い
た
か
と
思
う
と
、
今
で
も

身
震
い
が
致
し
ま
す
。

皆
様
に
は
、
病
院
全
職
員
、
心
よ

り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
連
携
室　

大
曽
根　

清

「東日本大震災」でのありがたい話

ち
い
さ
な
お
客
様

５
月
の
晴
れ
た
日
に
、
当
院
に
小
さ
な
お
客
様

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
近
隣
の
小
学
校
に
通
う
小

学
３
年
生
が
６
名
で
す
。

社
会
科
見
学
の
一
環
と
し
て
、
男
の
子
が
５

人
と
女
の
子
が
１
人
で
大
き
な
夢
と
、
好
奇
心
を

持
っ
て
訪
ね
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。「
地
震
の
と

き
は
ど
う
し
た
の
？
」「
ワ
ク
チ
ン
は
ど
う
し
て

作
る
の
？
」「
今
ま
で
一
番
う
れ
し
か
っ
た
こ
と

は
何
？
」
な
ど
と
小
さ
な
お
客
様
の
疑
問
は
、
案

内
し
た
お
ば
さ
ん
を
、
た
じ
た
じ
に
さ
せ
る
ほ
ど

で
し
た
。

ま
た
７
月
12
日
に
も
可
愛
い
、
そ
し
て
将
来
美

人
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い
７
名
の
子
供
た
ち
も

病
院
を
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

病
院
の
す
べ
て
に
興
味
を
持
ち
、
将
来
看
護
師

に
な
り
た
い
と
言
っ
て
く
れ
た
と
き
は
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
お
ば
さ
ん
で
す
。看

護
部　

原
田　

良
子



　

平
成
23
年
６
月
23
日
よ
り
、
待
ち
に
待
っ
た
新

棟
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。３
月
11
日
に
起
こ
っ

た
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
建
設
途
中
だ
っ
た
新

棟
も
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
無
事
完
成
し
オ
ー

プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
気
に
な
る
新

棟
に
つ
い
て
Q
&
A
で

ま
と
め
て
み
ま
し
た
！

Ｑ

新
棟
に
は
何
が
あ
る
の
？

A

新
棟
は
地
上
４
階
、
地
下
２
階
の
６
階
構
造

に
な
っ
て
い
ま
す
。
１
階
は
外
来
ブ
ー
ス
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
２
階
は
手
術
室
、
３
階
は
医

局
、
図
書
室
、
４
階
は
講
堂
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

新
棟
の
外
来
は
何
科
が
あ
る
の
？

A

整
形
外
科
、
脳
神
経
外
科
、
神
経
内
科
、
形

成
外
科
の
４
科
が
新
棟
に
移
動
に
な
り
ま
し
た
。

整
形
外
科
や
脳
神
経
外
科
診
察
後
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
移
動
が
非
常
に
近
く
な
り
ま
し

た
。

Ｑ

手
術
室
は
何
ル
ー
ム
あ
る
の
？

A

全
部
で
５
ル
ー
ム
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
の

１
ル
ー
ム
が
B
C
R
で
す
。

Ｑ

B
C
R
…
っ
て
？

A

バ
イ
オ
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
の
略
で
す
。
バ
イ

オ
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
（
無

菌
室
）
と
は
空
気
中
に
存

在
す
る
塵
埃
を
濾
過
す
る

こ
と
の
で
き
る
エ
ア
フ
ィ

ル
タ
ー
が
天
井
に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
じ
て
空
気
を

取
り
込
み
建
屋
内
で
循
環
さ
せ
る
給
排
気
シ
ス
テ

ム
で
、
エ
ア
コ
ン
管
理
の
た
め
運
転
後
30
分
で
ク

リ
ー
ン
ル
ー
ム
が
完
成
し
ま
す
。
当
院
で
は
主
に

極
限
ま
で
清
潔
な
手
術
環
境
が
必
要
な
整
形
の
人

工
関
節
手
術
や
脊
椎
固
定
な
ど
で
使
用
し
て
い
ま

す
。

Ｑ

滅
菌
し
た
器
械
や
材
料
は
ど
こ
で
管
理
し
て

い
る
の
？

A

既
滅
菌
室
が
完
備

さ
れ
ま
し
た
。
滅
菌
業

務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

が
手
術
室
の
器
械
の
洗

浄
、
器
械
組
み
、
滅
菌
、

管
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

外
来
や
病
棟
で
患
者

様
に
使
用
す
る
清
潔
な

器
械
な
ど
も
こ
こ
で
す

べ
て
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。
外
来
・
病
棟
用

の
器
械
を
引
き
渡
す
パ

ス
ボ
ッ
ク
ス
も
完
備
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
も
っ
と
手
術

室
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

手
術
室
は
２
重
扉
に

な
っ
て
い
て
、
前
室
で
入
室
前
の
患
者
様
確
認
や

申
し
送
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

左
上
の
写
真
は
、
看
護
師
、
麻
酔
科
医
師
が
記

録
す
る
部
屋
に
付
い
て
い
る
モ
ニ
タ
ー
で
、
各

ル
ー
ム
の
手
術
進
行
状
況
な
ど
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
左
下
は
モ
ニ
タ
ー
拡
大
図
で
す
。
誰

が
何
を
し
て
い
る
か
よ
ー
く
見
え
ち
ゃ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
手
術
室
で
は
整
形
外
科
を
筆
頭
に
一
般

外
科
、
呼
吸
器
外
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
眼
科
、
脳

神
経
外
科
、
皮
膚
科
、
形
成
外
科
、
泌
尿
器
と
様
々

な
科
が
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
間
手
術
件
数

は
約
2
6
0
0
件
（
平
成
22
年
度
）
と
実
績
を
残

し
て
い
ま
す
。
手
術
室
看
護
師
と
し
て
必
要
な
知

識
、
技
術
を
得
る
べ
く
随
時
勉
強
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ス
ム
ー
ズ
な
手
術
進
行
を
目
指

し
器
械
展
開
時
間
や
手
術
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
短

縮
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
時
に
は
模
型
を

使
っ
て
実
際
に
医
師
が
手
術
を
し
て
い
る
よ
う
な

実
践
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

術
中
に
使
用
す
る
無
影
灯
も
L
E
D
ラ
イ
ト
を
使

用
し
て
お
り
、
明
る
さ
は
も
ち
ろ
ん
よ
り
見
や
す

い
術
野
の
確
保
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ

図
書
室
は
職
員
し
か
使
用
で
き
な
い
の
？

A

実
習
で
来
て
い
る
看
護
学
生
な
ど
病
院
関
係

者
で
あ
れ
ば
自
由
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
当
院
の
図
書
室
か
ら
は
筑
波
大
学
附
属

病
院
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
が
っ
て
い
て
い
つ
で

も
情
報
交
換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ

医
局
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

A

医
局
は
ド
ク
タ
ー
た
ち
の
隠
れ
家
…
い

や
っ
、
大
事
な
お
仕
事
部
屋
で
す
。
学
校
で
言
う

職
員
室
の
よ
う
な
も
の
で
す
ね
！
ド
ク
タ
ー
達
は

医
局
で
研
究
論
文
を
作
製
し
た
り
、
患
者
さ
ん
の

症
状
に
つ
い
て
調
べ
た
り
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

Ｑ

講
堂
は
何
人
ぐ
ら
い
入
れ
る
の
？

A

講
堂
は
約
3
5
0
名
程
度
収
容
で
き
る
広
さ

で
、
前
面
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
備
え
て
お
り
、

毎
週
開
催
し
て
い
る
レ
ク
チ
ャ
ー
や
様
々
な
研
修

な
ど
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
講
堂
に
は
外
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
が
あ
り
、
そ
こ
に
出
れ
ば
水
戸
市

内
の
景
色
が
一
望
！
そ
し
て
夏
に
は
黄
門
祭
り
の

花
火
大
会
が
よ
く
見
え
る
穴
場
ス
ポ
ッ
ト
で
す
！

　

新
棟
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

竣
工
を
終
え
た
今
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た

当
院
は
安
全
で
納
得
の
で
き
る
良
質
な
医
療
を
提

供
し
、
地
域
医
療
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
看
護
部　

桶
田　

郁
）


